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会
管
区
の
菊
地 

功
大
司
教
（
東
京
教

区
）
が
務
め
、駐
日
教
皇
庁
大
使
レ
オ
・

ボ
ッ
カ
ル
デ
ィ
大
司
教
と
日
本
の
司
教

団
が
共
同
司
式
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
参
列
者
の

制
限
が
あ
っ
た
が
、司
祭
団
、信
徒
・
修

道
者
の
代
表
者
ら
が
参
列
し
、ま
た
、ガ

ク
タ
ン
司
教
の
母
国
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
含

む
国
内
外
の
人
々
と
祈
り
と
喜
び
を
分

か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
式
の
様

子
が
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
た
。

　

菊
地
大
司
教
は
説
教
の
中
で
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
11
年
の
歩
み
に
触
れ
、

ガ
ク
タ
ン
司
教
が
大
船
渡
な
ど
で
さ
ま

ざ
ま
な
出
会
い
、連
帯
と
支
え
合
い
を

生
み
出
す
中
心
に
お
ら
れ
た
と
振
り

返
っ
た
。
そ
し
て
２
０
２
０
年
、新
型

コ
ロ
ナ
の
世
界
的
な
拡
大
に
遭
遇
し
た

私
た
ち
が
、教
会
と
は
何
で
あ
る
の
か

を
自
問
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
て
い
る

と
し
、こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、ガ
ク
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ロ
シ
ア
の
主
力
戦
車
１
台
約

4.4
億
円
。
多
種
の
戦
車
３
０

０
０
台
以
上
を
保
有
す
る
ロ

シ
ア
の
戦
車
合
計
金
額
、約

１
兆
４
０
０
０
億
円
。
ロ
シ

ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し

て
か
ら
１
カ
月
経
っ
た
時
点

で
、ロ
シ
ア
は
約
４
０
０
台

の
戦
車
（
約
７
０
０
０
億

円
）
を
損
失
し
た
と
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。
１
発
約
２

２
０
０
万
円
の
対
戦
車
ミ

サ
イ
ル
、巡
航
ミ
サ
イ
ル
１

発
約
２
億
円
、迎
撃
ミ
サ
イ

ル
１
発
約
４
億
円
、極
超
音

速
ミ
サ
イ
ル
１
発
約
７
億
円

▲
ス
ー
パ
ー
Ａ
で
１
９
９
円

の
牛
乳
が
、ス
ー
パ
ー
Ｂ
で

は
１
９
２
円
な
の
を
知
り
、

少
し
遠
く
て
も
歩
い
て
７
円

安
い
ス
ー
パ
ー
Ｂ
に
行
く
庶

民
に
は
到
底
理
解
で
き
な
い

桁
違
い
の
値
段
。
普
段
か
ら

も
う
か
っ
て
い
る
武
器
商
人

は
、防
衛
費
を
上
げ
る
国
が

増
え
て
き
て
い
る
今
、喜
ん

で
い
る
の
で
は
▲
人
々
の
貧

困
は
、ミ
サ
イ
ル
数
発
分
の

お
金
が
あ
れ
ば
、相
当
解
消

で
き
る
の
に
、何
と
愚
か
で

罪
深
い
わ
た
し
た
ち
人
間
！

「
戦
争
は
お
ろ
か
な
こ
と

だ
！ 

戦
争
に
勝
ち
も
負
け

も
な
い
。
あ
る
の
は
滅
び
だ

け
で
あ
る
」（
永
井
隆
）
▲

イ
エ
ス
さ
ま
の
言
葉
。「
は
っ

き
り
言
っ
て
お
く
。
金
持
ち

が
天
の
国
に
入
る
の
は
難
し

い
。
重
ね
て
言
う
が
、金
持

ち
が
神
の
国
に
入
る
よ
り

も
、ら
く
だ
が
針
の
穴
を
通

る
方
が
ま
だ
易
し
い
」「
貧

し
い
人
々
は
、幸
い
で
あ
る
」

「
剣
を
取
る
者
は
皆
、剣
で
滅

び
る
」
▲
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
早

急
な
平
和
の
た
め
、国
と
国

が
兵
器
を
必
要
と
せ
ず
お
互

い
に
信
頼
し
支
え
合
う
関
係

を
築
く
た
め
、「
何
よ
り
も

ま
ず
、神
の
国
と
神
の
義
を

求
め
な
さ
い
」。 

（
小
）

髙
見
名
誉
大
司
教
、
引
退
に
伴
う
感
謝
ミ
サ
―
浦
上
司
教
座
聖
堂

こ
れ
か
ら
も

こ
れ
か
ら
も

「
教
会
の
た
め
に
、教
会
と
と
も
に
」

「
教
会
の
た
め
に
、教
会
と
と
も
に
」

　

３
月
21
日
（
月
）
10
時
30
分
か

ら
浦
上
司
教
座
聖
堂
で
、ヨ
セ
フ

髙
見
三
明
名
誉
大
司
教
の
引
退
に

伴
う
感
謝
ミ
サ
が
行
わ
れ
た
。

　

司
祭
叙
階
か
ら
50
年
、そ
の
う
ち

約
18
年
間
は
長
崎
大
司
教
と
し
て

教
区
を
導
い
て
き
た
髙
見
大
司
教
。

主
司
式
を
務
め
る
最
後
の
公
式
の

教
区
ミ
サ
に
は
約
60
人
の
司
祭
団

が
集
ま
り
、修
道
者
、信
徒
ら
も
含

め
計
４
０
０
人
ほ
ど
が
参
加
し
た
。

あ
い
さ
つ

　

ミ
サ
の
初
め
、髙
見
大
司
教
は

「
今
日
は
、こ
れ
ま
で
わ
た
し
の
た

め
教
区
の
た
め
に
お
祈
り
し
協
力

し
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の

方
々
の
た
め
に
、ま
た
、亡
く

な
っ
た
恩
人
の
方
々
の
た
め
に

こ
の
ミ
サ
の
中
で
お
祈
り
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、中

村
大
司
教
様
を
中
心
に
長
崎
教

区
が
前
進
し
、発
展
し
て
い
き

ま
す
よ
う
に
神
様
の
祝
福
を
お

祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
、ミ
サ
が
続
い
た
。

説 

教

　

髙
見
大
司
教
は
説
教
の
中

で
、神
と
、こ
れ
ま
で
出
会
っ
た

す
べ
て
の
方
々
に
対
す
る
深
い

感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
、長
崎

教
区
と
日
本
の
教
会
の
福
音
宣

教
の
た
め
、司
祭
と
修
道
者
の

召
命
の
恵
み
が
与
え
ら
れ
る
よ
う

祈
っ
て
い
く
こ
と
、ま
た
、人
々
の

た
め
に
祈
り
続
け
て
い
く
思
い
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。「
こ
れ
か
ら

も
、わ
た
し
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

『
教
会
の
た
め
に
、教
会
と
と
も

に
』
を
少
し
で
も
実
践
し
て
い
き

た
い
」
と
し
、最
後
に
「
わ
た
し

の
た
め
に
も
お
祈
り
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
」
と
添
え
た
（
説
教

の
全
文
は
３
面
に
掲
載
）。

感
謝
式

　

聖
体
拝
領
後
、髙
見
大
司
教
へ

の
感
謝
式
が
行
わ
れ
た
。
信
徒
を

代
表
し
て
浦
上
教
会
の
大
方
心ま

な

斗と

さ
ん
（
新
高
校
１
年
）
が
花
束
を
、

そ
し
て
、中
村
倫
明
大
司
教
も
サ

プ
ラ
イ
ズ
で
姿
を
現
し
花
束
を
贈

り
、髙
見
大
司
教
は
笑
顔
で
受
け

取
っ
た
。
そ
の
後
、教
区
修
道
女

連
盟
を
代
表
し
て
山
川
裕ひ

ろ

美み

修
道

女
が
寄
せ
書
き
と
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

贈
呈
。
聖
堂
は
皆
の
温
か
い
拍
手

で
あ
ふ
れ
た
。

教皇フランシスコ

ロシアとウクライナを
マリアの汚れなきみ心に奉献

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は

「
神
の
お
告
げ
の
祭
日
」
３

月
25
日
、バ
チ
カ
ン
で
共
同

回
心
式
を
執
り
行
わ
れ
、ロ

シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
聖
母

マ
リ
ア
の
汚
れ
な
き
み
心
に

奉
献
さ
れ
た
（『
バ
チ
カ
ン
・

ニ
ュ
ー
ス
』）
＝
写
真
。

　

こ
の
奉
献
は
、教
皇
が
全
世

界
の
司
教
を
通
し
て
す
べ
て
の

信
者
に
呼
び
掛
け
た
も
の
で
、日

本
の
教
会
で
は
３
月
23
日
、司

教
協
議
会
会
長
の
菊
地 

功
大

司
教
が
「
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク

信
者
の
皆
様
」
に
宛
て
、発
表
し

た
。「
い
の
ち
が
危
機
に
直
面
し

て
い
る
こ
の
状
況
を
憂
慮
さ
れ
、

平
和
を
求
め
る
た
め
に
様
々
に

努
力
を
続
け
て
お
ら
れ
る
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、聖
母
の
取
り

次
ぎ
に
よ
る
平
和
を
求
め
て
、

来
る
３
月
25
日
（
金
）
神
の
お

告
げ
の
祭
日
の
ロ
ー
マ
時
間
午

後
５
時
（
日
本
時
間
３
月
26
日

午
前
１
時
）
に
、聖
ペ
ト
ロ
大
聖

堂
に
お
い
て
、ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
を
聖
母
マ
リ
ア
の
汚
れ
な

き
み
心
に
奉
献
さ
れ
ま
す
。

な
お
３
月
25
日
は
、
１
９
８

４
年
に
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ

ロ
２
世
が
ロ
シ
ア
を
聖
母
マ

リ
ア
の
汚
れ
な
き
み
心
に
奉

献
し
た
日
で
も
あ
り
ま
す
」

　

バ
チ
カ
ン
に
よ
る
「
ロ
シ

ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
マ
リ
ア

の
汚
れ
な
き
み
心
に
奉
献
す

る
祈
り
」
は
、長
崎
教
区
で

も
３
月
25
日
と
四
旬
節
第
４

主
日
の
ミ
サ
の
前
後
に
共
に

祈
る
よ
う
中
村
倫
明
大
司
教

か
ら
伝
え
ら
れ
た
。

　

ま
た
、復
活
の
主
日
４
月

17
日
（
日
）
の
ミ
サ
の
中
で

教
皇
は
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
世

界
各
地
で
の
紛
争
に
心
を
と

め
、平
和
を
祈
願
し
た
。

　

ま
た
、司
祭
団
を
代
表
し
、

司
教
総
代
理
の
山
脇 

守
師

が
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

山
脇
師
は
、
１
８
８
人
の
列

福
式
、世
界
を
駆
け
巡
っ
て

の
平
和
ア
ピ
ー
ル
、来
年
開

か
れ
る
世
界
代
表
司
教
会
議

（
シ
ノ
ド
ス
）に
先
駆
け
て「
参

加
し
、交
わ
り
、宣
教
す
る
教

会
」
を
テ
ー
マ
に
長
崎
教
区

シ
ノ
ド
ス
を
開
催
し
た
こ
と
、

大
浦
天
主
堂
キ
リ
シ
タ
ン
博

　

３
月
19
日
（
土
）
10

時
30
分
か
ら
仙
台
教

区
カ
テ
ド
ラ
ル
元
寺
小

路
教
会
で
、昨
年
12
月

８
日
無
原
罪
の
聖
母
の

祭
日
に
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
に
よ
り
仙
台
教
区

司
教
に
任
命
さ
れ
た
エ

ド
ガ
ル
・
ガ
ク
タ
ン
司

教
の
司
教
叙
階
式
・
着

座
式
が
行
わ
れ
た
。

　

主
司
式
は
東
京
教

ガクタン司教 着座ガクタン司教 着座
喜びにわく仙台教区喜びにわく仙台教区

タ
ン
司
教
を
任
命
し
た
教
皇
の
配
慮
に

も
感
謝
の
思
い
を
語
っ
た
。

　

ミ
サ
の
終
わ
り
、教
皇
大
使
ボ
ッ
カ

ル
デ
ィ
大
司
教
が
あ
い
さ
つ
し
、「
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
宣
教
師
が
日
本
で
司
教
に

な
っ
た
こ
と
に
、誰
も
驚
く
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
宣

教
的
で
あ
り
、世
界
に
開
か
れ
、す
べ
て

の
人
を
包
み
、互
い
に
与
え
、受
け
、誰

も
外
人
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
」
と
語
り
、ガ
ク
タ
ン
司
教
へ
の

神
の
祝
福
を
願
っ
た
。

　

最
後
に
ガ
ク
タ
ン
司
教
は
、東
日
本

大
震
災
後
も
ぶ
れ
な
い
指
導
力
を
示
し

続
け
た
前
仙
台
教
区
長
・
平
賀
徹
夫
司

教
と
小
松
史
朗
師
（
教
区
本
部
事
務
局

長
）
に
謝
意
を
表
し
、私
た
ち
教
会
が
キ

リ
ス
ト
と
同
じ
思
い
を
抱
き
な
が
ら
一

日
一
日
い
っ
そ
う
の
新
し
い
創
造
へ
と

歩
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
希
望
し
た
。

モ
ッ
ト
ー
は
「
心
も
思
い
も
一
つ
に
」。

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
４
月
５
日

（
火
）、こ
れ
ま
で
空
位
が
続
い
て
い

た
大
分
教
区
の
司
教
に
福
岡
教
区
司

祭
の
ス
ル
ピ
ス
森
山
信
三
師（
63
歳
）

を
任
命
し
た
。
司
教
叙
階
式
は
７
月

３
日
（
日
）
14
時
か
ら
Ｊ
Ｃ
О
Ｍ
ホ

ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
で
行
わ
れ
る
。

略
歴　

１
９
５
９
年
１
月
17
日
福
岡

ス
ル
ピ
ス

ス
ル
ピ
ス  
森
山
信
三
師

森
山
信
三
師
（
福
岡
教
区
）

（
福
岡
教
区
）

　
大
分
教
区
司
教
に
任
命

　
大
分
教
区
司
教
に
任
命

市
生
ま
れ
。
81
年
福
岡
大
学

卒
業
後
、福
岡
サ
ン
・
ス
ル

ピ
ス
大
神
学
院
（
現
福
岡
カ

ト
リ
ッ
ク
神
学
院
）
入
学
。

88
年
３
月
21
日
司
祭
叙
階

（
福
岡
教
区
）。
同
年
大
名
町

教
会
助
任
、91
年
小
倉
助
任
、

93
年
福
岡
小
神
学
院
院
長
、

95
年
大
牟
田
主
任
、
２
０
０

１
年
戸
畑
主
任
、07
年
西
新

主
任
、14
年
久
留
米
主
任
、17

年
福
岡
コ
レ
ジ
オ
院
長
。
20

年
４
月
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協

議
会
出
向
、21
年
４
月
か
ら

同
協
議
会
事
務
局
長
。

物
館
の
開
設
、教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
の
来
日
・
来
崎
に
関
わ

る
働
き
な
ど
、髙
見
大
司
教

の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

概
観
。「
し
か
し
、そ
の
他
に
も

み
ん
な
に
心
配
さ
れ
る
こ
と

な
ど
が
あ
り
、新
聞
沙
汰
に

も
な
り
ま
し
た
。
今
は
こ
う

し
て
重
責
を
退
か
れ
て
い
ろ

ん
な
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
て

肩
の
荷
を
下
ろ
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
本
当
に

長
い
間
、重
責
を
果
た
さ
れ

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
」
と
語
り
、大
司
教
の
今

後
の
ご
健
康
を
願
い
な
が
ら

言
葉
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

髙
見
大
司
教
は
、〝
コ
ロ

ナ
禍
〟
に
も
か
か
わ
ら
ず
多

く
の
方
が
ミ
サ
に
参
加
し
た

こ
と
に
謝
意
を
表
し
、「
皆

さ
ん
と
の
公
の
ミ
サ
は
こ
れ

で
最
後
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
が
、ま
だ
生
き
て
お
り
ま

す
の
で
、ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら

も
お
手
柔
ら
か
に
」
と
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
応
え
た
。

　

こ
の
ミ
サ
は
聖
ヨ
セ
フ
の

祭
日
（
３
月
19
日
）
の
典
礼

で
行
わ
れ
、感
謝
の
思
い
に

あ
ふ
れ
る
ミ
サ
と
な
っ
た
。

〝
イ
エ
ス
様
に
倣
い
、

〝
イ
エ
ス
様
に
倣
い
、

イ
エ
ス
様
と
と
も
に
働
く
”

イ
エ
ス
様
と
と
も
に
働
く
”

聖
香
油
ミ
サ
・
司
祭
の
日

　

４
月
12
日
（
火
）
10
時
30

分
か
ら
浦
上
教
会
で
聖
香
油

ミ
サ
が
行
わ
れ
、主
司
式
を

務
め
た
中
村
倫
明
大
司
教
と

約
70
人
の
司
祭
団
、約
１
５

０
人
の
信
者
が
共
に
祈
り
を

さ
さ
げ
た
。

　

中
村
大
司
教
は
説
教
の
中

で
、こ
の
春
、神
学
校
で
新
入

生
を
迎
え
た
喜
ば
し
い
出
来

事
は
在
校
生
に
と
っ
て
も
恵

み
で
あ
り
初
心
に
戻
る
機
会

と
な
る
こ
と
を
導
入
に
、「
司

祭
に
と
っ
て
は
、初
心
に
戻

る
こ
と
が
で
き
る
の
が
叙
階

式
で
あ
り
聖
香
油
ミ
サ
で
あ

る
」
と
語
り
、司
祭
が
こ
れ

か
ら
も
イ
エ
ス
様
に
倣
い
イ

エ
ス
様
と
と
も
に
人
々
の
た

め
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、支
え
の
祈
り
を
願
っ
た
。

　

ま
た
、ミ
サ
の
終
わ
り
に

は
司
祭
叙
階
の
節
目
を
迎
え

た
司
教
・
司
祭
の
祝
賀
式

が
あ
り
、出
席
し
た
髙
見
三

明
名
誉
大
司
教
と
下
口 

勲

師
（
い
ず
れ
も
金
祝
）、中
島

誠
志
師
（
銀
祝
）
に
信
徒
代

表
者
ら
か
ら
花
束
が
贈
呈
さ

れ
、続
い
て
司
祭
団
を
代
表

し
て
長
崎
中
地
区
長
の
久
志

利
津
男
師
か
ら
ユ
ー
モ
ア
と

思
い
や
り
に
満
ち
た
言
葉
が

贈
ら
れ
た
。
今
年
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
祝
・
金
祝
・
銀
祝
に
あ

た
る
長
崎
教
区
内
の
司
祭

（
本
紙
３
月
号
既
報
）
は
、こ

の
４
月
に
イ
エ
ス
の
カ
リ
タ

ス
修
道
女
会
牧
野
修
道
院
に

赴
任
し
た
サ
レ
ジ
オ
修
道
会

の
バ
ル
カ
ザ
ル
・
ペ
ド
ロ
師

（
金
祝
）
を
合
わ
せ
て
10
人
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
め
ぐ
り
、平
和

を
求
め
て
繰
り
返
し
祈
り
を
呼
び
掛

け
て
お
ら
れ
る
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

の
意
向
に
心
を
合
わ
せ
、
引
き
続
き

お
祈
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

ウクライナのために祈るウクライナのために祈る
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を
願
う
ミ
サ
」
を
行
い
、同

時
に
こ
の
ミ
サ
は
ラ
イ
ブ
配

信
さ
れ
た
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
視
聴
可
）。

　

爆
心
地
（
原
爆
落
下
中
心

地
）
公
園
か
ら
西
坂
公
園
へ

―
―
３
月
19
日
（
土
）
フ
ォ

コ
ラ
ー
レ
主
催
に
よ
る
平
和

行
進
が
あ
り
、宗
教
を
超
え

て
集
ま
っ
た
約
30
人
が
、爆

心
地
公
園
か
ら
西
坂
公
園
ま

で
の
道
の
り
を
平
和
を
願
っ

て
行
進
し
た
。
同
日
、ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
た
め
の
募
金
活
動

も
行
わ
れ
た
。

　

平
和
公
園
で
―
―
城
山
教

会
レ
ジ
オ
マ
リ
エ
は
、主
に

長
崎
市
内
の
教
会
に
呼
び
掛

け
、３
月
21
日
（
月
）
15
時
、

平
和
祈
念
像
前
に
集
ま
っ
た

約
80
人
が
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り

（
苦
し
み
の
神
秘
）
と
「
結

び
目
を
解
く
聖
母
マ
リ
ア
の

祈
り
」
を
さ
さ
げ
た
。

　

浦
上
司
教
座
聖
堂
で
―
―

中
村
倫
明
大
司
教
は
３
月
17

日
、教
区
の
す
べ
て
の
人
々

に
向
け
て
「
20
日
（
日
）
15

時
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
、

あ
る
い
は
集
ま
っ
て
、ロ
ザ

リ
オ
の
祈
り
を
さ
さ
げ
る
よ

う
」
呼
び
掛
け
た
。
当
日
、

浦
上
司
教
座
聖
堂
に
は
約
１

５
０
人
が
集
ま
り
ロ
ザ
リ
オ

を
唱
え
、そ
の
後
、教
区
を
代

表
し
て
中
村
大
司
教
が
主
司

式
を
務
め
ミ
サ
を
行
っ
た
。

　

被
爆
マ
リ
ア
小
聖
堂
で

（
右
の
写
真
）
―
―
教
区
平

和
推
進
委
員
会
は
３
月
27
日

（
日
）
15
時
か
ら
浦
上
教
会

被
爆
マ
リ
ア
小
聖
堂
で
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
と
全
世
界
の
平
和
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ミ
サ
の
式
次
第
の
新
し
い
表
現
②

ミ
サ
の
式
次
第
の
新
し
い
表
現
②

  
―
―
―
―
「
司
式
者
」の
場
合

「
司
式
者
」の
場
合

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
委
員
会
　
嘉
松 

宏
樹

　

今
年
の
待
降
節
第
１
主
日
か
ら
用
い

ら
れ
る
、新
し
い
「
ミ
サ
の
式
次
第
」。

「
司
式
者
」
と
し
て
ミ
サ
を
さ
さ
げ
る

に
あ
た
っ
て
新
し
く
な
る
表
現
の
お
も

な
部
分
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。な
お
、

複
数
の
選
択
肢
が
あ
り
、現
行
の
式
文

を
用
い
る
こ
と
も
で
き
る
場
合
、ま
た

司
式
者
の
み
が
静
か
に
唱
え
る
祈
り
の

場
合
は
割
愛
し
て
い
ま
す
。

　
開
祭

　
「
回
心
の
祈
り
」
の
招
き
は
典
礼
暦

に
合
わ
せ
て
選
択
で
き
る
例
文
が
豊
か

に
な
り
ま
し
た
。
司
祭
の
結
び
の
こ
と

ば
は
次
の
通
り
で
す
。「
全
能
の
神
、い

全
能
の
神
、い

つ
く
し
み
深
い
父
が
わ
た
し
た
ち
の

つ
く
し
み
深
い
父
が
わ
た
し
た
ち
の
罪

を
ゆ
る
し
、永
遠
の
い
の
ち
に
導
い
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
」
ゆ
る
し
の
秘

跡
の
効
果
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
の

で
、「
ゆ
る
し
を
祈
る
祈
る
」
と
改
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
栄
光
の
賛
歌
（
グ
ロ
リ
ア
）」
は
、

「
天
に
は

天
に
は
神
に
栄
光
…
…
」
と
始
ま
り

ま
す
。
司
式
者
以
外
に
他
の
司
祭
や
助

祭
、聖
歌
隊
、先
唱
者
が
歌
い
出
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。歌
う
場
合
は
現
行
の「
栄

光
の
賛
歌
」
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
「
集
会
祈
願
」
の
結
び
は
新
し
く
な

り
ま
し
た
。
一
番
多
く
用
い
ら
れ
る
御

父
へ
の
祈
願
の
場
合
、「
聖
霊
に
よ
る

に
よ
る

一
致
の
う
ち
に
、あ
な
た
と
と
も
に
神

一
致
の
う
ち
に
、あ
な
た
と
と
も
に
神

で
あ
り
、世
々
と
こ
し
え
に
生
き
、治
め

で
あ
り
、世
々
と
こ
し
え
に
生
き
、治
め

ら
れ
る
御
子
、

ら
れ
る
御
子
、わ
た
し
た
ち
の
主
…
…
」

と
唱
え
ま
す
。
ま
た
、当
然
、御
子
に
向

か
う
祈
願
で
は
別
の
表
現
が
用
い
ら
れ

ま
す
。『
ロ
ー
マ
・
ミ
サ
典
礼
書
』
の
新

し
い
日
本
語
版
が
発
行
さ
れ
る
ま
で
、

公
式
祈
願
は
現
行
の
も
の
の
結
び
の
定

句
の
み
を
新
し
い
式
文
に
差
し
替
え
て

用
い
る
た
め
、司
式
者
に
と
っ
て
は
対

応
が
複
雑
と
な
る
部
分
で
す
。当
面
は
、

『
毎
日
の
ミ
サ
』
な
ど
、該
当
部
分
を
差

し
替
え
た
発
行
物
の
利
用
を
お
勧
め
い

た
し
ま
す
。「
奉
納
祈
願
」「
拝
領
祈
願
」

に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

　
こ
と
ば
の
典
礼

　

福
音
朗
読
の
終
わ
り
に
朗
読
福
音
書

を
両
手
で
掲
げ
て
、「
主
の
み
こ
と
ば

主
の
み
こ
と
ば
」

と
唱
え
ま
す
。

　
感
謝
の
典
礼

　
「
供
え
も
の
の
準
備
」
で
は
、ぶ
ど
う

酒
を
供
え
る
祈
り
が
新
し
く
な
り
ま
し

た
。「
神
よ
、あ
な
た
は
万
物
の
造
り
主

…
…
わ
た
し
た
ち
の
救
い
の
杯

救
い
の
杯
と
な
る

も
の
で
す
」
こ
の
祈
り
は
受
け
取
っ
た

パ
テ
ナ
や
カ
リ
ス
を
祭
壇
の
上
に
少
し

持
ち
上
げ
て
唱
え
ま
す
。

　

祈
り
へ
の
招
き
の
こ
と
ば
は
、一
同

が
と
も
に
ミ
サ
を
さ
さ
げ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
に
変
わ
り
ま
し
た
。

「
皆
さ
ん
、と
も
に
さ
さ
げ
る
こ
の
い
け

と
も
に
さ
さ
げ
る
こ
の
い
け

に
え
を
、

に
え
を
、全
能
の
父
で
あ
る
神
が

父
で
あ
る
神
が
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
る
よ
う
祈
り
ま
し
ょ

う
」

　
「
奉
献
文
」
の
選
択
は
司
式
者
の
自

由
で
す
。「
第
一
～
第
四
奉
献
文
」
は
細

か
な
こ
と
ば
遣
い
が
新
し
く
な
り
ま
す

の
で
、本
年
９
月
末
頃
発
行
予
定
の
司
式

者
用
儀
式
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
す
べ

て
の
奉
献
文
に
共
通
す
る
次
の
５
つ
の
部

分
は
、「
第
一
～
第
四
奉
献
文
」
以
外
の

奉
献
文
を
用
い
る
場
合
も
新
し
い
表
現
に

読
み
替
え
ま
す
。

①
叙
唱
前
の
対
話
句
―
―
司
祭
は
手
を

広
げ
て
言
う
。「
主
は
皆
さ
ん
と
と
も

に
」
会
衆
は
答
え
る
。「
ま
た
あ
な
た

あ
な
た
と

と
も
に
」
司
祭
は
手
を
挙
げ
て
続
け

司
祭
は
手
を
挙
げ
て
続
け

る
。「
心
を
こ
め
て
」
会
衆
は
答
え
る
。

る
。「
心
を
こ
め
て
」
会
衆
は
答
え
る
。

「
神
を
仰
ぎ
」
司
祭
は
手
を
広
げ
た
ま

「
神
を
仰
ぎ
」
司
祭
は
手
を
広
げ
た
ま

ま
続
け
る
。「
賛
美
と
感
謝
を
さ
さ
げ
ま

ま
続
け
る
。「
賛
美
と
感
謝
を
さ
さ
げ
ま

し
ょ
う
」
会
衆
は
答
え
る
。「
そ
れ
は
と

し
ょ
う
」
会
衆
は
答
え
る
。「
そ
れ
は
と

う
と
い
大
切
な
務
め
で
す
」

う
と
い
大
切
な
務
め
で
す
」

②
感
謝
の
賛
歌
（
サ
ン
ク
ト
ゥ
ス
）
―

―
司
祭
は
会
衆
と
と
も
に
唱
え
て
叙
唱

を
結
ぶ
。「
聖
な
る
、聖
な
る
、聖
な
る

聖
な
る
、聖
な
る
、聖
な
る

神
、す
べ
て
を
治
め
る

神
、す
べ
て
を
治
め
る
神
な
る
主
。
主

の
栄
光
は
天
地
に
満
つ
。
天
に
は
神
に

天
に
は
神
に

ホ
ザ
ン
ナ
。
主
の
名
に
よ
っ
て
来
ら
れ

主
の
名
に
よ
っ
て
来
ら
れ

る
か
た
に
賛
美
。
天
に
は
神
に

る
か
た
に
賛
美
。
天
に
は
神
に
ホ
ザ
ン

ナ
」
歌
う
場
合
は
現
行
の
感
謝
の
賛
歌

を
用
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
パ
ン
の
聖
別
の
と
き
の
こ
と
ば
―
―

「
割
っ
て
」
は
「
裂
い
て

裂
い
て
」
に
読
み
替

え
る
。

④
聖
別
に
続
い
て
司
祭
が
唱
え
る
「
信

仰
の
神
秘
」
に
答
え
る
会
衆
の
応
唱
―

―
三
つ
の
式
文
か
ら
選
択
す
る
。

⑤
「
結
び
の
栄
唱
」
―
―
歌
う
場
合
も

歌
う
場
合
も

唱
え
る
場
合
も
会
衆
は
「
ア
ー
メ
ン
」

会
衆
は
「
ア
ー
メ
ン
」

の
み
を
唱
え
る

の
み
を
唱
え
る
。
祭
器
具
が
多
い
場
合

は
一
組
の
パ
テ
ナ
と
カ
リ
ス
を
掲
げ
て

全
体
を
表
し
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
た
め
の
祈
り

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
た
め
の
祈
り

各
共
同
体
で
ミ
サ
や
行
進
、ロ
ザ
リ
オ

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事
侵
攻

で
状
況
が
悪
化
し
続
け
て
い

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
た
め
に
、

世
界
と
日
本
の
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
動
き
、取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
の

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て

も
、教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
意

向
に
心
を
合
わ
せ
祈
り
を
さ

さ
げ
る
よ
う
日
本
司
教
団
が

呼
び
掛
け
、カ
リ
タ
ス
ジ
ャ

パ
ン
の
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

人
道
支
援
」
緊
急
募
金
受
付

も
続
い
て
い
る
。
長
崎
教
区

で
は
中
村
倫
明
大
司
教
の
呼

び
掛
け
を
は
じ
め
と
し
、各

共
同
体
で
平
和
を
願
う
祈
り

の
時
間
が
も
た
れ
て
い
る
。

　
「
交
わ
り
の
儀
」
で
は
、主
の
祈
り
の
副
文

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。「
い
つ
く
し
み
深
い

父
よ
、
…
…
世
界
に

世
界
に
平
和
を
お
与
え
く
だ
さ

い
。
あ
な
た
の
あ
わ
れ
み
に
支
え
ら
れ
てて
、

罪
か
ら
解
放
さ
れ
…
…
」
神
の
恵
み
に
よ
っ

て
罪
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
が
よ
り
明
ら
か

に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
教
会
に
平
和
を
願
う
祈
り
」
は
、規
範
版

に
従
っ
て
改
め
ら
れ
式
文
が
加
え
ら
れ
ま
し

た
。
―
―
司
祭
は
手
を
広
げ
て
は
っ
き
り
と

は
っ
き
り
と

唱
え
る
。

唱
え
る
。「
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
、あ
な
た

は
使
徒
に
仰
せ
に
な
り
ま
し
た
。『
わ
た
し
は

平
和
を
残
し
、

平
和
を
残
し
、わ
た
し
の
平
和
を
あ
な
た
が

た
に
与
え
る
』
主
よ
、

主
よ
、わ
た
し
た
ち
の
罪
で

は
な
く
、
…
…
平
和
と
一
致
を
お
与
え
く
だ

さ
い
」
司
祭
は
手
を
合
わ
せ
る
。「
あ
な
た
は

司
祭
は
手
を
合
わ
せ
る
。「
あ
な
た
は

ま
こ
と
の
い
の
ち
、す
べ
て
を
導
か
れ
る
神
、

ま
こ
と
の
い
の
ち
、す
べ
て
を
導
か
れ
る
神
、

世
々
と
こ
し
え
に
」
会
衆
は
答
え
る
。「
ア
ー

世
々
と
こ
し
え
に
」
会
衆
は
答
え
る
。「
ア
ー

メ
ン
」

メ
ン
」
前
回
の
記
事
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、

こ
の「
…
…
世
々
と
こ
し
え
に
」「
ア
ー
メ
ン
」

は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
直
接
向
か
う
祈
り

の
結
び
か
た
で
す
。

　

聖
体
拝
領
前
の
信
仰
告
白
も
規
範
版
に

従
っ
て
式
文
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
―
―

司
式
者
は
ホ
ス
テ
ィ
ア
を
取
り
上
げ
、パ
テ

ホ
ス
テ
ィ
ア
を
取
り
上
げ
、パ
テ

ナ
あ
る
い
は
カ
リ
ス
を
添
え
て
、

ナ
あ
る
い
は
カ
リ
ス
を
添
え
て
、会
衆
に
向

か
っ
て
は
っ
き
り
と
唱
え
る
。

は
っ
き
り
と
唱
え
る
。「
世
の
罪
を
取

世
の
罪
を
取

り
除
く
神
の
小
羊
。

り
除
く
神
の
小
羊
。
神
の
小
羊
の
食
卓
に
招

か
れ
た
人人
は
幸
い
」
続
く
こ
と
ば
は
司
祭
も

会
衆
と
と
も
に
唱
え
ま
す
。

　
閉
祭

　
「
閉
祭
の
こ
と
ば
」
で
は
、「
ミ
サ
聖
祭
」

と
い
う
表
現
は
な
く
な
り
、「
感
謝
の
祭
儀
」

の
み
に
な
り
ま
し
た
。

（
次
回
は
「
侍
者
」
の
場
合
で
す
）

〝被爆75年から〝被爆75年から
5年間のチャレンジ〟5年間のチャレンジ〟
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長崎本店　長崎市城栄町13-1
大 村 店　大村市赤佐古町287番地
HP　http://meijisekizai.shopinfo.jp

電話（095）846-3598
電話（0957）50-3008

業務内容
お墓建立
納骨堂販売
お墓のリフォーム
霊名彫刻

明治石材
世界平和へ祈りを…

▼
教
区 

〔
５
月
１
日
着
任
〕

橋
本　

勲
師　

引
退�

（
病
気
療
養
、カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）

山
田　

聡
師　

大
山
協
力
司
祭

（
病
気
療
養
、福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
）

鶴
﨑
伸
也
師　

紐
差
主
任�

（
神
ノ
島
主
任
）

山
内
啓
輔
師　

神
ノ
島
主
任

（
教
区
会
計
補
佐
、中
町
・
大
山
協
力
司
祭
）

▼
派
遣

下
窄
英
知
師　

大
分
教
区
・
光
の
園
（
大
分
教
区
・
司
教
館
）

▼
韓
国
殉
教
福
者
聖
職
修
道
会 

〔
５
月
１
日
着
任
〕

カ
ン
・
デ
フ
ン
師　

中
町
協
力
司
祭�

（
香
焼
協
力
司
祭
）

人
事
異
動
・
任
命

人
事
異
動
・
任
命

（　

）
内
は
前
任
地
な
ど

使
徒
ヨ
ハ
ネ

使
徒
ヨ
ハ
ネ

橋
本
橋
本  

勲
師
が
引
退

勲
師
が
引
退

　

53
年
間
に
わ
た
り
司
牧
に

専
念
さ
れ
た
橋
本�

勲
神
父

が
こ
の
ほ
ど
引
退
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
奉
仕
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
の
健

康
を
祈
り
た
い
。

略
歴　

１
９
４
２
年
６
月
21

日
平
戸
市
生
ま
れ
。
紐
差
教

会
出
身
。
69
年
３
月
19
日
浦

上
教
会
で
司
祭
叙
階
。
同
年

出
津
、71
年
飽
の
浦
、75
年
紐

差
で
助
任
。
85
年
木
鉢
主

任
、89
年
か
ら
要
理
教
育
研

究
所
所
長
兼
務
。
97
年
カ
ト

リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
司
牧
企
画

室
長
、
２
０
０
３
年
教
区
本

部
事
務
局
長
。
09
年
上
神

崎
、15
年
中
町
、19
年
黒
崎
で

主
任
。
そ
の
後
、病
気
療
養
。

21
年
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
（
カ
ト

リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）。
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２
０
２
２
年
３
月
21
日　

浦
上
司
教
座
聖
堂

引
退
に
伴
う
感
謝
ミ
サ
で
の
こ
と
ば

引
退
に
伴
う
感
謝
ミ
サ
で
の
こ
と
ば

名
誉
大
司
教

名
誉
大
司
教　
ヨ
セ
フ

　

ヨ
セ
フ
髙
見
髙
見  

三
明
三
明

　

今
日
、中
村
大
司
教
様
は
還
暦
を
迎
え
、わ
た
し

は
76
歳
に
な
り
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
の
誕
生
日

は
同
じ
で
す
。
昨
日
は
わ
た
し
の
司
祭
叙
階
50
周

年
で
し
た
。
50
年
の
う
ち
、福
岡
の
大
神
学
校
で
司

祭
養
成
の
た
め
に
30
年
、長
崎
大
司
教
区
の
補
佐
司

教
そ
し
て
大
司
教
と
し
て
ほ
ぼ
20
年
に
な
り
ま
す
。

来
月
（
４
月
）
29
日
は
司
教
叙
階
20
周
年
で
す
。

　

今
日
は
、こ
れ
ま
で
数
知
れ
な
い
多
く
の
方
々
に

支
え
ら
れ
、励
ま
さ
れ
、生
か
さ
れ
た
こ
と
を
深
く

思
い
、す
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
も
含
め
て
、お

世
話
に
な
っ
た
す
べ
て
の
方
々
、こ
こ
に
お
集
ま
り

の
皆
様
方
の
た
め
に
キ
リ
ス
ト
の
感
謝
の
祈
り
に

合
わ
せ
て
お
祈
り
を
さ
さ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
お
話
し
し
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
３
つ
の
点
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
、お
詫
び
と
感
謝
と
祈
り
の
約
束
で
す
。

　

１ 

お
詫
び

　

ま
ず
神
様
に
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
神
様
は
わ

た
し
に
い
の
ち
を
与
え
て
存
在
さ
せ
、常
に
ご
自

分
に
対
し
て
も
わ
た
し
に
対
し
て
も
忠
実
か
つ
誠

実
で
あ
ら
れ
た
の
に
、わ
た
し
は
、自
分
の
生
涯
、

特
に
司
祭
生
活
、司
教
と
し
て
の
生
活
を
通
し
て
、

し
ば
し
ば
忠
実
で
な
く
、誠
実
で
な
い
と
き
が
あ

り
ま
し
た
。「
自
分
の
望
む
善
は
行
わ
ず
、望
ま
な

い
悪
を
行（
う
）」（
ロ
ー
マ
７
・
19
）
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、ま
ず
神
様
に
お
詫
び
を

申
し
上
げ
、赦
し
を
願
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
不
忠
実
な
と
き
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、赦
し
を
願
い
な
が
ら
、ま
た
恵
み
を
祈
り

な
が
ら
神
様
に
対
し
て
忠
実
で
あ
る
よ
う
に
、そ

し
て
人
に
対
し
て
誠
実
で
あ
る
よ
う
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、わ
た
し
と
し
て
は
意
図
的
に
人
を
苦
し

め
る
こ
と
は
し
な
い
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
し
か
し
、わ
た
し
自
身
の
徳
の
不
足
と
配
慮

の
不
行
き
届
き
な
ど
の
た
め
に
思
わ
ぬ
事
態
に

な
っ
て
し
ま
い
、教
区
の
皆
様
に
ご
心
配
や
ご
迷

惑
を
か
け
た
だ
け
で
な
く
、カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

信
頼
を
傷
つ
け
ま
し
た
。こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

あ
ら
た
め
て
皆
様
方
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

神
様
に
愛
さ
れ
、皆
様
方
に
も
愛
さ
れ
て
い
る
こ

と
、ま
た
社
会
生
活
に
お
い
て
も
教
会
生
活
に
お
い

て
も
愛
と
信
頼
関
係
は
非
常
に
重
要
な
カ
ギ
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
愛
と
信
頼
関
係
を
自
分
の
生

活
の
軸
に
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２ 

感
謝

　

も
う
一
つ
は
感
謝
で
す
。
神
様
は
、わ
た
し

を
司
祭
に
な
る
よ
う
招
い
て
く
だ
さ
り
、そ
の

時
そ
の
時
に
応
じ
て
、人
々
の
た
め
に
役
立
つ

者
に
な
る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
人
を
介
し
て
導

い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
神
様
に

ま
ず
感
謝
を
お
さ
さ
げ
い
た
し
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、小
学
生
の
頃
ア
メ
リ
カ
人
の
主

任
神
父
様
の
ス
ー
タ
ン
姿
に
あ
こ
が
れ
て
、神

父
様
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
憧
れ
は
そ
れ
ほ
ど
長
く
続
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
中
学
２
年
の
終
わ
り

の
頃
、父
親
か
ら
声
が
か
か
り
、あ
る
修
道
会
に

行
く
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
当
時

の
主
任
司
祭
だ
っ
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
神
父
様
の

一
声
で
公
教
神
学
校
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
大
神
学
校
で
は
、神
学
校
の
神
父
様
か
ら
、

司
祭
養
成
の
た
め
に
働
か
な
い
か
と
声
を
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
20
年
前
に
、教
皇
庁
大

使
を
通
し
て
教
皇
様
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
て
司

教
に
召
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
今
日
、76
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
わ
た
し

の
人
生
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
な
っ
た
方
々
は
神

様
の
も
と
に
召
さ
れ
ま
し
た
が
、彼
ら
に
深
い

感
謝
の
心
を
さ
さ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た

絶
え
ず
祈
り
と
支
え
と
励
ま
し
を
く
だ
さ
っ

た
、数
限
り
な
い
方
々
に
も
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
名
前
を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、す
べ
て
の
方
々
に
心
か
ら
、感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

神
父
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
ご
迷
惑
や
ご
心
配
を
お
か
け

し
た
と
思
い
ま
す
。
シ
ス
タ
ー
方
に
は
霊

的
に
も
物
質
的
に
も
絶
え
ず
支
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
信
徒
の
皆
様
に
は
祈
り
と

犠
牲
を
さ
さ
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
言

葉
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

さ
ら
に
、司
教
に
な
っ
て
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
歴
史
的
な
出
来
事
に
関
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
11
月
24
日

の
ペ
ト
ロ
岐
部
と
１
８
７
殉
教
者
の
列
福

式
、日
本
の
信
徒
発
見
１
５
０
周
年
記
念

と
最
初
の
教
区
シ
ノ
ド
ス
、
２
０
１
７
年

２
月
７
日
の
ユ
ス
ト
高
山
右
近
の
列
福

式
、
２
０
１
８
年
６
月
の
「
長
崎
と
天
草

地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
世

界
文
化
遺
産
登
録
の
正
式
決
定
、フ
ラ
ン

シ
ス
コ
教
皇
様
の
来
日
な
ど
。

　

そ
の
間
に
は
、二
つ
の
大
神
学
校
の
合

同
、そ
し
て
ま
た
二
つ
に
分
か
れ
た
こ
と
、

何
よ
り
も
召
命
の
激
減
と
い
う
現
実
が
あ

り
ま
す
。今
後
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
す
。

　

わ
た
し
は
、司
祭
と
し
て
も
司
教
と
し

て
も
決
し
て
模
範
的
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、も
し
何
か
役
に
立
っ
た
の

で
あ
れ
ば
、神
様
の
恵
み
と
皆
様
方
の
ご

協
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

３ 

祈
り
の
約
束

　

大
司
教
と
し
て
、「
参
加
し
、交
わ
り
、

宣
教
す
る
」
教
会
づ
く
り
を
目
標
に
か
か

げ
て
教
区
の
組
織
づ
く
り
に
力
を
注
ぎ
、教

区
シ
ノ
ド
ス
を
開
催
し
て
長
崎
の
教
会
共
同

体
の
霊
的
刷
新
を
目
指
し
ま
し
た
。
し
か
し

決
し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
中
村
大
司
教
様
に
は
大
き
な
宿
題
を
残

し
ま
す
が
、大
司
教
様
は
長
崎
の
教
会
共
同

体
の
霊
的
刷
新
を
力
強
く
推
し
進
め
て
く
だ

さ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
の
保
護
者
は
聖
ヨ
セ
フ
で
す
。
聖

ヨ
セ
フ
は
い
わ
ば
黒
子
で
す
。
わ
た
し
は
、

こ
れ
ま
で
表
に
立
つ
必
要
も
あ
り
ま
し
た

が
、必
要
で
な
い
の
に
表
に
立
ち
過
ぎ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、聖
ヨ
セ
フ

に
も
っ
と
近
づ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
り
あ
え
ず
、や
り
残
し
た
こ
と
を
少
し

ず
つ
片
付
け
な
が
ら
、常
に
長
崎
教
区
と
日

本
の
教
会
の
福
音
宣
教
の
た
め
、司
祭
と
修

道
者
の
召
命
の
恵
み
が
与
え
ら
れ
る
よ
う

祈
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

当
分
（
こ
れ
ま
で
と
）
同
じ
大
司
教
館
の

最
上
階
に
住
ま
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
引

退
大
司
教
と
い
う
の
は
さ
み
し
い
の
で
、名

誉
大
司
教
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

何
の
権
限
も
力
も
な
い
名
前
だ
け
の
大
司
教

で
す
。
ど
う
ぞ
気
楽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、わ
た
し
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ

る
「
教
会
の
た
め
に
、教
会
と
と
も
に
」
を

少
し
で
も
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
皆
様
方
の
た
め
に
祈
り
続
け
る

こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。
わ
た
し
の
た
め
に

も
お
祈
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
か
ら
パ
リ
ウ
ム
（
大
司

教
の
任
務
と
権
能
、教
皇
と
の
一
致
と
交
わ
り
を
象

徴
）
を
受
け
る�

＝
２
０
０
４
年
６
月
29
日
バ
チ
カ
ン

ペ
ト
ロ
岐
部
と
１
８
７
殉
教
者
列
福
式
で
、長
崎
の

殉
教
者
に
つ
い
て
紹
介
す
る
髙
見
大
司
教

�

＝
２
０
０
８
年
11
月
24
日
長
崎
県
営
野
球
場

原
爆
65
年
の
ロ
ー
マ
・
ス
ペ
イ
ン
平
和
巡
礼
で
教
皇

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
16
世
に
謁
見
し
、教
皇
に
被
爆
マ
リ
ア

（
中
央
）
を
紹
介�

＝
２
０
１
０
年
４
月
21
日
バ
チ
カ
ン

日
本
の
信
徒
発
見
１
５
０
周
年
を
前
に
、長
崎
教
区

で
初
め
て
行
わ
れ
た
教
区
シ
ノ
ド
ス
（
第
３
会
期
）

�

＝
２
０
１
４
年
９
月
14
日
長
崎
大
司
教
館

日
本
の
信
徒
発
見
１
５
０
周
年
記
念
ミ
サ
。
教
皇

特
使
ケ
ヴ
ェ
ド
枢
機
卿
㊨
を
迎
え
行
わ
れ
た

�

＝
２
０
１
５
年
３
月
17
日
大
浦
天
主
堂

髙
見
三
明
大
司
教

髙
見
三
明
大
司
教

司
教
と
し
て
の

司
教
と
し
て
の
2020
年
間
・
主
な
出
来
事

年
間
・
主
な
出
来
事

来
日
し
た
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
ミ
サ
を
司
式
。

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
会
長
と
し
て
迎
え

た�
＝
２
０
１
９
年
11
月
24
日
長
崎
県
営
野
球
場

Ⓒカトリック中央協議会

　

１
９
４
６
年
３
月
21
日
長
崎
市
生
ま
れ
。
三
ツ
山
教
会
出
身
。
72
年

３
月
20
日
浦
上
教
会
で
司
祭
叙
階
。

●

２
０
０
２
年
２
月
７
日
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
に
よ
り
長
崎

大
司
教
区
補
佐
司
教
に
任
命
、
４
月
29
日
司
教
叙
階
。
８
月
島
本 

要
大
司
教
が
青
年
聖
地
巡
礼
の
引
率
中
に
体
調
を
崩
し
、帰
国
翌

日
の
31
日
急
逝
。
教
区
管
理
者
（
＝
使
徒
座
管
理
者
）
と
な
る
。

●

03
年
10
月
17
日
教
皇
に
よ
り
長
崎
大
司
教
に
任
命
、12
月
14
日
着

座
。
モ
ッ
ト
ー
は
「
教
会
の
た
め
に
、教
会
と
と
も
に
」。

●

04
年
教
区
諸
委
員
会
第
２
期
活
動
開
始
。
教
区
長
の
諮
問
機
関
で

あ
る
司
祭
評
議
会
（
第
１
回
）
開
催
。

●

05
年
４
月
２
日
、教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
逝
去
。
４
月
19
日
、

教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
16
世
が
第
２
６
５
代
教
皇
に
選
出
。
８
月
９

日
、浦
上
教
会
被
爆
マ
リ
ア
小
聖
堂
の
祝
別
。

●

06
年
３
月
、教
区
信
徒
使
徒
職
評
議
会
が
解
散
。
05
年
４
月
に
発
足

し
た
小
教
区
評
議
会
に
続
い
て
、06
年
４
月
以
降
に
地
区
評
議
会

と
教
区
評
議
会
が
発
足
。

●

07
年
２
月
12
日
、江
袋
教
会
が
火
災
で
全
焼
。
７
月
15
日
、浦
上
教

会
で
邦
人
司
教
区
設
立
80
周
年
記
念
ミ
サ
（
７
月
16
日
設
立
）。

●

08
年
11
月
24
日
、長
崎
県
営
野
球
場
で
ペ
ト
ロ
岐
部
と
１
８
７
殉

教
者
列
福
式
（
日
本
で
の
列
福
式
開
催
は
初
め
て
）。

●

（
福
岡
サ
ン
・
ス
ル
ピ
ス
大
神
学
院
が
東
京
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

と
統
合
し
）
09
年
４
月
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
福
岡
キ
ャ
ン
パ

ス
開
校
。

●

10
年
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、被
爆
マ
リ
ア
を
携
え
て
ロ
ー
マ
・

ス
ペ
イ
ン
平
和
巡
礼
に
続
き
、核
拡
散
防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検

討
会
議
開
催
に
合
わ
せ
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
な
ど
を
訪

問
。
５
月
９
日
、江
袋
教
会
の
落
成
・
献
堂
式
。

●

12
年
６
月
８
日
、日
本
二
十
六
聖
人
列
聖
１
５
０
周
年
記
念
。

●

13
年
２
月
11
日
、教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
16
世
が
辞
任
を
表
明
。
３
月

13
日
、教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
第
２
６
６
代
教
皇
に
選
出
。
４
月
福

岡
コ
レ
ジ
オ
開
校
（
長
崎
コ
レ
ジ
オ
は
15
年
２
月
閉
校
）。

●

14
年
５
月
４
日
、教
区
代
表
者
会
議
（
教
区
シ
ノ
ド
ス
）
開
会
。

●

15
年
３
月
17
日
、日
本
の
信
徒
発
見
１
５
０
周
年
。シ
ノ
ド
ス
閉
会
。

●

16
年
６
月
か
ら
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
会
長
（
21
年
12
月

28
日
、新
長
崎
大
司
教
の
任
命
ま
で
）。
10
月
21
日
、大
浦
天
主
堂
で

同
天
主
堂
の
「
小
バ
ジ
リ
カ
」
認
定
感
謝
ミ
サ
。

●

17
年
２
月
７
日
、大
阪
城
ホ
ー
ル
で
ユ
ス
ト
高
山
右
近
列
福
式
。
７

月
16
日
、浦
上
教
会
で
浦
上
四
番
崩
れ
１
５
０
周
年
記
念
祭
。
11
月

23
日
、浦
上
教
会
で
宗
教
改
革
５
０
０
年
共
同
記
念
式
典
。

●

18
年
４
月
１
日
「
大
浦
天
主
堂
キ
リ
シ
タ
ン
博
物
館
」
開
館
。
７

月
４
日
「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
が

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
。
７
月
22
日
、浦
上
教
会
で
「
旅
の
始
ま
り

１
５
０
周
年
記
念
」。

●

19
年
４
月
福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
開
校
。
９
月
16
日
、中
村
倫
明

補
佐
司
教
の
司
教
叙
階
。
11
月
23
～
26
日
、教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
来

日
（
24
日
来
崎
）。

●

20
年
２
月
末
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
の
た

め
長
崎
教
区
で
初
め
て
公
開
ミ
サ
が
中
止
と
な
る
。
７
月
７
日
、

「
核
な
き
世
界
基
金
」
創
設
（
運
営
委
員
）。

●

21
年
１
月
22
日
、「
被
爆
地
広
島
と
長
崎
の
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
に

よ
る
共
同
声
明　

核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
に
あ
た
っ
て
」
発

表
。
５
月
21
日
午
後
６
時
か
ら
浦
上
教
会
被
爆
マ
リ
ア
小
聖
堂
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
終
息
を

願
っ
て
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
（
バ
チ
カ
ン
主
催
）、ラ
イ
ブ
配
信
。
10

月
17
日
、浦
上
教
会
で
２
０
２
３
年
10
月
開
催
の
世
界
代
表
司
教

会
議
（
シ
ノ
ド
ス
）
に
向
け
た
開
会
ミ
サ
。
12
月
28
日
、長
崎
大
司

教
退
任
願
い
を
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
受
理
。

●

22
年
２
月
23
日
引
退
し
、長
崎
大
司
教
区
の
名
誉
大
司
教
と
な
る
。
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知
識
者
と
い
っ
て
も
、本
当
の
知
る
べ
き
も

の
は
知
ら
な
い
ま
ま
で
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
イ
エ
ス
様
の
ゆ
る
し
と
「
行
き
な

さ
い
」
の
言
葉
は
、私
た
ち
を
新
し
い
知
識
へ

と
招
い
て
く
れ
ま
す
。

　

新
し
い
知
識
と
い
う
の
は
、単
に
頭
の
良
さ

と
い
う
賢
く
な
る
た
め
の
要
素
で
は
な
く
、人

の
気
持
ち
を
読
む
知
識
で
す
。
人
の
気
持
ち
を

分
か
っ
て
あ
げ
る
こ
と
、そ
こ
か
ら
救
い
は
始

ま
り
ま
す
。
度
々
私
た
ち
の
務
め
の
中
で
気
持

ち
が
失
わ
れ
る
時
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
見
え
る

も
の
ば
か
り
を
大
切
に
し
て
し
ま
う
と
、見
え
な

い
も
の
が
よ
り
見
え
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

イ
エ
ス
様
は
毎
日
、救
い
へ
の
道
に
参
加
す
る

よ
う
「
行
き
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
で
私
た
ち
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。
教
科
書
や
参
考
書
に
は
書
か

れ
て
な
く
、た
だ
私
た
ち
の
心
の
中
に
刻
ま
れ
て

い
る
愛
し
重
ん
じ
る
心
は
、派
遣
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、初
め
て
発
動
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
こ
と
に
是
非
を
わ
き
ま
え
よ
う
と
す

る
人
間
と
違
っ
て
、神
様
の
愛
は
す
べ
て
の
こ
と

を
知
っ
て
い
て
も
沈
黙
の
形
で
近
づ
い
て
き
ま

す
。
ゆ
る
し
て
く
だ
さ
る
神
、私
た
ち
の
弱
さ
を

知
っ
て
い
る
か
ら
い
つ
で
も
ゆ
る
す
準
備
が
で
き

て
い
る
神
様
で
す
。
沈
黙
は
ゆ
る
し
の
別
の
名
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
世
に
広
ま
っ
て
い
く
復
活
の
喜
び
が
、派

遣
さ
れ
る
私
た
ち
に
よ
っ
て
沈
黙
の
形
で
、静
か

に
、穏
や
か
に
こ
の
世
に
伝
え
ら
れ
、新
し
い
派
遣

に
喜
ん
で
従
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
祈
り
ま

す
。

　
「
行
き
な
さ
い
」�

（
ヨ
ハ
ネ
８
・
11
）

　

姦
通
を
し
た
女
が
イ
エ
ス
様
の
と
こ
ろ
に
連
れ

ら
れ
て
来
ま
す
。
石
を
持
っ
て
投
げ
殺
そ
う
と
し

て
い
る
人
た
ち
に
囲
ま
れ
て
、真
ん
中
に
お
び
え

て
い
る
女
が
い
ま
す
。

　
「
罪
の
な
い
人
は
石
を
投
げ
な
さ
い
」
と
い
う

イ
エ
ス
様
の
言
葉
で
年
長
者
か
ら
去
っ
て
い
き
、群

衆
に
囲
ま
れ
て
い
た
女
は
イ
エ
ス
様
と
２
人
き
り

に
な
り
ま
す
。
大
勢
の
群
衆
の
中
で
お
び
え
て
い

た
女
は
、た
だ
一
人
イ
エ
ス
様
と
の
関
係
の
中
で
の

ゆ
る
し
と
新
し
い
生
活
へ
の
派
遣
で
、こ
の
話
は
終

わ
り
ま
す
。
イ
エ
ス
様
の
温
か
い
言
葉
は
、そ
の
女

を
罪
の
淵
か
ら
立
ち
上
が
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

掟
を
大
事
に
し
て
い
た
い
わ
ゆ
る
知
識
者
の
冷

た
い
態
度
は
、良
心
の
自
問
の
形
で
戻
っ
て
き
ま

す
。

　

私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
使
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
社
会
の
中
で
私
た
ち
は
誰
か
に
投
げ

よ
う
と
思
っ
て
、常
に
石
を
手
に
握
っ
て
は
い
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ナム・シジン 神父 ナム・シジン 神父 
（テグ教区司祭、滑石教会）（テグ教区司祭、滑石教会）

みことばにふれて 190

日
本
の
信
徒
発
見
の
聖
母

日
本
の
信
徒
発
見
の
聖
母

記
念
ミ
サ
で
祈
り
さ
さ
げ
る

記
念
ミ
サ
で
祈
り
さ
さ
げ
る

　

３
月
17
日
（
木
）
19
時
か

ら
大
浦
天
主
堂
で
日
本
の
信

徒
発
見
の
聖
母
記
念
ミ
サ
が

行
わ
れ
た
。
ミ
サ
は
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
対
策
を
取
り
な
が

ら
、中
村
倫
明
大
司
教
の
主

司
式
、12
人
の
司
祭
の
共
同

司
式
の
も
と
、約
60
人
が
参

加
し
て
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

　

中
村
大
司
教
は
説
教
の
中

で
、
１
８
６
５
年
の
〝
信
徒

発
見
〟
の
出
来
事
を
紹
介
し
、

プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
神
父
と
浦
上

キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
と
の
出
会

い
に
聖
母
マ
リ
ア
の
存
在
が

欠
か
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
触
れ
た
。
ま
た
、こ
の
日

の
福
音
（
ヨ
ハ
ネ
19
・
25
－

27
）
か
ら
「
見
な
さ
い
。
あ

な
た
の
母
で
す
」を
引
き
、「
ど

ん
な
に
苦
し
い
つ
ら
い
時
で

も
、母
で
あ
る
マ
リ
ア
様
は
決

◆ 

福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

哲
学
科
１
年

　

森　

翔
真�

（
太
田
尾
）

◆ 
福
岡
コ
レ
ジ
オ

大
学
１
年

　

森
本　

想
こ
こ
ろ�
（
浦　

上
）

　

中
村
福
太
郎�
（
三
井
楽
）

◆ 

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

高
校
１
年

　

中
尾　

誠ま
こ
と一�

（
福　

江
）

◆ 

聖
コ
ル
ベ
志
願
院

中
学
１
年

　

上
川　

福ふ
く

人と

（
東
京
教
区
・
亀
有
）

進
学
、入
学
の

進
学
、入
学
の

神
学
生
・
志
願
生

神
学
生
・
志
願
生

レ
ジ
オ
マ
リ
エ

レ
ジ
オ
マ
リ
エ

創
立
１
０
０
周
年
を
祝
う

創
立
１
０
０
周
年
を
祝
う

長
崎
レ
ジ
ア
　

長
崎
レ
ジ
ア
　
林
田
林
田  

健
治
健
治

　

レ
ジ
オ
マ
リ
エ
（
マ
リ
ア

様
の
軍
団
）
は
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
承
認
を
受
け
た
信
徒

使
徒
職
の
一
つ
で
、
１
９
２

１
年
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い

て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、昨
年
か
ら
世
界
各
国
の

レ
ジ
オ
マ
リ
エ
が
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
取

り
な
が
ら
１
０
０
周
年
を

祝
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
日
本
で
は
、長
崎
の

高
島
教
会
で
１
９
４
８
年

に
設
立
さ
れ
、現
在
大
阪
セ

ナ
ー
ト
ス
を
中
心
に
「
東
京

レ
ジ
ア
」（
関
東
以
北
）
と

「
長
崎
レ
ジ
ア
」（
九
州
・
沖

縄
）
で
構
成
さ
れ
、約
１
４

０
０
人
の
活
動
会
員
と
約
４

３
０
０
人
の
賛
助
会
員
が
祈

り
、活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
オ
マ
リ
エ
の
目
的
は

会
員
の
聖
性
、使
徒
職
の
養

成
、教
会
内
外
の
福
音
化
で

す
。
そ
の
モ
ッ
ト
ー
は
マ
リ

ア
様
に
倣
っ
て
、神
へ
の
信

頼
と
従
順
で
す
。
会
員
の
養

成
は
主
に
小
教
区
内
で
組
織

さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
（
プ
レ
シ

デ
ィ
ウ
ム
）
で
の
集
会
で
培

わ
れ
ま
す
。
集
会
内
容
は
、

祈
り
、霊
的
読
書
、司
祭
の
短

い
訓
話
、毎
週
１
回
会
員
に

割
り
当
て
ら
れ
る
活
動
（
教

会
内
外
の
奉
仕
、家
庭
訪
問
、

病
院
施
設
へ
の
お
見
舞
い
、

そ
の
他
）
の
報
告
な
ど
で

す
。「
収
穫
は
多
い
が
働
き
手

が
少
な
い
」
働
き
手
が
増
え

る
よ
う
主
に
祈
る
日
々
を
重

ね
て
い
る
昨
今
で
は
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
の
長
崎

レ
ジ
ア
（
指
導
司
祭
・
葛
嶋

秀
信
師
、田
中
美
智
代
会
長
）

も
３
月
13
日
（
日
）
13
時
30

分
か
ら
中
町
教
会
に
お
い

て
、先
日
着
座
さ
れ
た
ば
か

り
の
中
村
倫
明
大
司
教
様
に

ご
臨
席
い
た
だ
き
、数
人
の

司
祭
ら
と
共
に
１
０
０
周
年

記
念
お
祝
い
の
ご
ミ
サ
を
司

式
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
村
大
司
教
様
は
説
教
の

中
で
、「
着
座
直
後
の
私
に
、

あ
る
小
教
区
の
レ
ジ
オ
マ
リ

エ
会
員
か
ら
『
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
現
況
を
鑑
み
、祈
り
や
支

援
の
集
い
を
催
し
た
い
が
、

認
可
を
お
願
い
で
き
ま
す

か
？
』
と
電
話
が
あ
り
、心

を
揺
り
動
か
さ
れ
た
」
こ
と

を
紹
介
。
そ
し
て
大
司
教
様

か
ら
「
こ
れ
か
ら
も
常
に
苦

し
む
人
々
を
思
い
や
る
マ
リ

ア
様
の
精
神
を
大
切
に
し
て

頑
張
る
よ
う
」
励
ま
し
の
言

　

教
区
評
議
会

は
、自
然
災
害
に

よ
る
被
災
者
、国

内
外
の
生
活
困
窮

者
へ
の
支
援
を
目

的
と
し
て
、昨
年

12
月
１
日
か
ら
今

年
１
月
16
日
に
か

け
て
「
ク
リ
ス
マ

ス
愛
の
募
金
」
の

協
力
を
呼
び
掛
け

た
。
募
金
は
５
０

７
万
４
４
５
０
円

（
１
月
21
日
現
在
）

集
ま
り
、同
評
議

会
は
前
年
度
の
繰

越
金
１
３
０
万
６
３
３
８
円

と
合
わ
せ
て
次
の
活
動
団
体

に
送
金
し
た
。

　

▼
長
崎
ホ
ー
ム
レ
ス
を
支

援
す
る
会�

50
万
円
▼
長
崎

ダ
ル
ク�

50
万
円
▼
福
岡
美

野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー�

50
万

円
▼
東
京
山
友
会�

50
万
円

▼
大
阪
旅
路
の
里
（
釜
ヶ

崎
）�

50
万
円
▼
ド
リ
ー
ム
カ

ム
ホ
ー
ム
青
少
年
自
立
援
助�

50
万
円
▼
生
活
困
窮
者
へ
の

支
援
と
し
て
教
区
福
音
化
推

進
部
へ�

20
万
円
▼
佐
世
保

隣
人
愛
の
会�

10
万
円
▼
声

の
奉
仕
会
・
マ
リ
ア
文
庫�

10
万
円
▼
長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク

聴
覚
障
害
者
の
会
（
長
崎

と
佐
世
保
）�

各
10
万
円
▼
聖

ヴ
ィ
ン
セ
ン
シ
オ
・
ア
・
パ

ウ
ロ
会�

10
万
円
▼
モ
ナ
の

会�

10
万
円
▼
大
村
外
国
人

を
支
援
す
る
会�

10
万
円
▼

一
粒
の
麦
の
会�

10
万
円
▼

外
国
人
の
た
め
の
医
療
相
談

会�

10
万
円
▼
コ
ン
ゴ
平
和

学
園�

50
万
円
。

　

ま
た
、
１
月
22
日
以
降
に

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
次
年
度

に
繰
り
越
さ
れ
る
。

教
区
顧
問
会

教
区
顧
問
会  

行
わ
れ
る

行
わ
れ
る

クリスマス募金 支援報告クリスマス募金 支援報告

　

教
区
顧
問
会
が
３
月
22
日

（
火
）、大
司
教
館
で
開
催
さ

れ
た
。

　

主
な
審
議
事
項
は
次
の
通

り
。
ま
ず
、昨
年
12
月
14
日
開

催
の
顧
問
会
で
承
認
さ
れ
た

特
別
会
計
規
程
に
従
っ
て
、運

用
基
金
特
別
会
計
を
廃
止
し
、

財
政
調
整
基
金
特
別
会
計
を

開
始
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

お
知
ら
せ

〈
一
菜
募
金
の
支
援
状
況
〉

▼
火
災
に
よ
り
被
災
し
た
桐

小
教
区
信
徒
へ
見
舞
い
の
た

め
、15
万
円
（
３
月
15
日
送

金
）。
▼
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

人
道
支
援
緊
急
募
金
」
と
し

て
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
へ
５

０
０
万
円（
４
月
４
日
送
金
）。

〈
雲
仙
殉
教
祭 

中
止
〉

　

５
月
の
雲
仙
殉
教
祭
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
影
響
で
今
年
は
中
止
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

た
。
加
え
て
、「
不
動
産
取
得

資
金
特
別
会
計
規
程
」「
教

会
保
全
基
金
特
別
会
計
規

程
」
の
改
定
が
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
上
で
２
０
２
２
年
度
収

支
予
算
書
が
審
議
さ
れ
、承
認

さ
れ
た
。
次
に
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
と
も
に
生
き

る
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教

区
の
基
本
方
針
」
が
見
直
さ

れ
、新
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

主
な
報
告
事
項
と
し
て
、

特
別
教
区
シ
ノ
ド
ス
に
つ
い

て
、
４
月
３
日
の
会
議
を
取

り
や
め
、各
地
区
か
ら
提
出

さ
れ
た
報
告
書
と
７
年
前
の

教
区
シ
ノ
ド
ス
の
提
言
書
を

合
わ
せ
て
ま
と
め
ら
れ
、
５

月
29
日
の
教
区
評
議
会
役
員

会
で
報
告
と
確
認
が
な
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
２

月
23
日
の
中
村
大
司
教
着
座

式
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

他
に
も
い
く
つ
か
の
審
議

や
報
告
が
あ
っ
た
。

感
　
謝

― 

寄
　
付 

―

長
崎
大
司
教
区

◦
匿
名
様
（
相
浦
）

― 

香
典
返
し 

―

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

◦
伊
東
涼
子
様
（
浦
上
）

　

故
ヨ
ゼ
フ
ィ
ナ

　
　
　

川
添
ホ
ノ
様

　

右
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
・

ご
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。
お

礼
と
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま

す
。

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ミ
サ
後
に
続
い
て
行
わ
れ

た
慣
例
の
誓
約
式（
年
１
回
）

で
は
、い
つ
に
な
く
意
気
に

感
じ
な
が
ら
、今
年
も
ま
た

「
す
べ
て
を
マ
リ
ア
様
に
さ

さ
げ
る
心
」を
誓
い
ま
し
た
。

し
て
私
た
ち
の
そ
ば
を
離
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

語
り
、「
私
た
ち
が
今
日
あ

ら
た
め
て
マ
リ
ア
様
を
〝
発

見
〟
し
、苦
し
む
人
々
に
寄
り

添
い
祈
り
働
く
マ
リ
ア
様
の

子
ど
も
と
し
て
生
き
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
」
と

恵
み
を
願
っ
た
。
最
後
に
、現

在
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平
和
の
た

め
に
も
祈
る
よ
う
招
い
た
。

創立100周年記念ミサ後、マリア像の前
で誓いを新たにする会員ら（3月13日）

貴弘

長崎市花園町 23-17 立岩公園前

　

３
月
19
日
（
土
）
10
時
か

ら
浦
上
教
会
で
選
任
式
が
行

わ
れ
、ボ
ナ
ベ
ン
ト
ゥ
ラ�

ホ

ン
・
チ
ャ
ン
キ
神
学
生
（
浦

上
教
会
）が
祭
壇
奉
仕
者
に
、

ト
マ
廣
田�

学
神
学
生
（
鹿

子
前
教
会
）
が
朗
読
奉
仕
者

に
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
た
。

長
崎
教
区

長
崎
教
区

浦
上
で
選
任
式

浦
上
で
選
任
式


